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株式会社今仙電機製作所
〒484-8507 愛知県犬山市字柿畑1番地　TEL.（0568）67-1211（代表）

証券コード 7266

株主の皆様へ
平素より格別のご高配を賜り厚くお礼申しあげます。
第82期第2四半期の業績について、ご報告させていただきます。

代表取締役会長 代表取締役社長執行役員

第82期第2四半期のポイント

第2四半期 通期
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※親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益

想像力を豊かにし、これまでに存在しない全く新しい製品・サービスを創造し、
これをより安く、より速く、世の中に提供することで、人々の豊かな暮らしに貢献いたします。

経営理念

詳細な財務情報は、当社のIRウェブサイトをご覧ください。www.imasen.co.jp
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財務ハイライト第82期第2四半期（2019年3月期第2四半期）
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中国、タイでの生産増加により、売上高は前年同期比
5.9％の増収となりました
売上の増加および為替の変動により、営業利益は前年同
期比51.7％の増益となりました
経常利益の増加により、四半期純利益は前年同期比
46.6％の増益となりました
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IMASENの電子事業の取り組み状況について

「IMASENを知る」特集企画 第21弾

CSR

トピックス

地域貢献イベント「健康学習フェア」を開催

【イベントの様子】

　9月19日に、当社グローバル開発・研修センターにて「健康学習フェア」を開
催いたしました。本イベントは当社の本社があります犬山市のシニア層の方々
をメインに健康増進をテーマとし、犬山市役所と協力して取り組みました。
　当日は、受動歩行の第一人者である名古屋工業大学 佐野明人教授による
講演や、犬山市役所による犬山市の健康取り組みの紹介、また参加者の方に
はバランス測定、歩行年齢測定といった健康測定を体験していただき、盛況
を博することができました。
　IMASENは今後も知識や技術を活かし地域社会に貢献してまいります。

今仙技術研究所、「第45回国際福祉機器展H.C.R.2018」に出展

【国際福祉機器展 ブースの様子】 【電動ティルト式普通型車いす】 

　今仙技術研究所は、10月10日からの3日間、東京ビッグサイ
トで開催された「第45回国際福祉機器展H.C.R.2018」に出展
いたしました。ブースでは、電動車いす、義足やACSIVEなどを
展示いたしました。実際に今仙技術研究所の車いすを使用いた
だいているお客様も多く訪れ、終始賑わいをみせていました。
　同日、発売を開始しました「新型車PASEOティルト」に試乗し
ていただいた来場者からは、「臀部にかかる圧力が背部へ分散
され、痛みを感じませんでした」など高い評価をいただきました。
　今後も、多くのお客様からの声を活かして、福祉現場のニーズ
にあう製品開発に努め、安心、安全、快適な暮らしをサポートし
てまいります。

　IMASENは第２の柱として電子事業に注力しています。電子製品は、自動車の環境対応及び安全性向上に
おいて主力となっています。
　従来と比べ今後は搭載車種、台あたりの搭載製品の増加及び付加価値の高まりが見込まれ、当社において
も売上が伸長してまいります。今回はIMASENの電子事業の取り組み状況を紹介いたします。

自動車向けバッテリーバックアップ
システムが採用され、量産化

生産体制

　昨年東京モーターショーで展示しました開発製品
バックアップシステムがメーカーに採用され、量産化して
おります。
　バッテリーバックアップシステムとは電気自動車、エン
ジン車に搭載されたバッテリーがダウンした時に、必要
な電源供給を確保するシステムです。予期せぬシステム
ダウンに対し、瞬時にキャパシタに蓄えていた電気の供
給を開始する制御技術を実現しています。

　電子部品は電子事業部のある広島工場にて製造して
おります。
　組立ロボットを活用することで自動化を図り、生産性
の向上と省人化を進めております。

IMASENは技術で未来社会に貢献し、
今後も売上拡大を目指してまいります

バッテリー

バックアップシステム作動

通常時 予期せぬ故障、電源ダウン



連結財務諸表
第2四半期貸借対照表
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84.3%
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（単位：百万円）

自動車部品 96.9%

（2018年3月31日）

ワイヤーハーネス 2.2%

福祉機器 0.9%

第2四半期連結キャッシュ・フロー計算書 （単位：百万円） 事業別売上高構成

第２四半期連結損益計算書

科　目 科　目

科　目

前期末
（2018年9月30日）
当第２四半期末 前第２四半期 当第２四半期

（単位：百万円）

製品別売上高構成 販売先系列別売上高構成
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営業活動による
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物に係る
換算差額

現金及び現金同等物の
増減額（△は減少）

現金及び現金同等物の
期首残高

現金及び現金同等物の
四半期末残高

資産の部

　流動資産

　固定資産

　資産合計

負債の部

　流動負債

　固定負債

　負債合計

純資産の部

　株主資本

　その他の包括利益累計額

　非支配株主持分

純資産合計

負債純資産合計

2017年4月1日～
2017年9月30日（ （2018年4月1日～

2018年9月30日（ （

前第２四半期 当第２四半期
2017年4月1日～
2017年9月30日（ （2018年4月1日～

2018年9月30日（ （

自動車部品関連事業

売上高 57,902百万円
前年同期比   5.7％増

中国やタイでの生産増加などに
より増収増益となりました。

営業利益 1,746百万円
前年同期比 36.7％増

トヨタ 0.5%
ホーン 1.5%

電子ユニット 7.0%
ランプ 5.1%

ダイハツ 0.6%
スズキ 2.2%

マツダ 6.9%
三菱 
10.3%

いす  ゞ2.3%

SUBARU 
12.6%

ホンダ 
38.8%

日野 0.3%
ヤマハ 0.1%
その他 5.5%

日産 19.9%

売上高 

売上原価 

売上総利益 

販売費及び一般管理費 

営業利益 

営業外収益 

営業外費用 

経常利益 

特別利益 

特別損失

税金等調整前四半期純利益

法人税、住民税及び事業税 

法人税等調整額 

四半期純利益

非支配株主に帰属する四半期純利益 

親会社株主に帰属する四半期純利益

事業別
売上高構成

※「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等を第1四半期連結会計期間の期首から適用し
ており、前第2四半期連結累計期間及び前連結会計年度に係る主要な経営指標等について
は、当該会計基準等を遡って適用した後の指標等となっております。



株主メモ

会社概要

株式情報

役員

当社ホームページのご案内

大株主
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（単位：円）

通期第2四半期

自己株式 2.56%（547千株）

証券会社 1.83%（389千株）

外国人 
11.12%（2,372千株）

その他国内法人
19.42%
（4,144千株）

個人・その他
35.96%（7,674千株）

金融機関
29.11%（6,212千株）

毎年4月1日から翌年3月31日まで
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4.51
4.42
2.95
2.95
2.90
2.72
2.42
2.10
1.86

1,066
939
920
614
613
605
567
505
437
387

毎年6月
定時株主総会・期末配当：毎年3月31日
中間配当：毎年9月30日
東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社

事 業 年 度

49,195,000株発行可能株式総数
21,341,152株発行済株式の総数

6,458名株 主 数

定時株主総会
基 準 日

株主名簿管理人

株式の状況

所有者別分布状況

配当金の推移

www.imasen.co.jp

様々な情報を
ホームページで
ご覧になれます。

100株
7266（東京・名古屋証券取引所市場第一部）

単 元 株 式 数
証 券 コ ー ド

同 取 次 窓 口

郵便物送付先
電話照会先

愛知県名古屋市中区栄三丁目15番33号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部
〒168-0063　東京都杉並区和泉二丁目8番4号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部
0120-782-031（フリーダイヤル）
三井住友信託銀行株式会社　本店及び全国各支店

同事務取扱場所

（2018年9月30日現在）

（2018年9月30日現在）

（2018年9月30日現在）

（上位10名）

本 田 技 研 工 業 株 式 会 社
ＩＭＡＳＥＮ 取 引 先 持 株 会
日本マスタートラスト信託銀行株式会社(信託口)
今 仙 電 機 従 業 員 持 株 会 
ヤ マ ハ 発 動 機 株 式 会 社
株 式 会 社 三 菱 U F J 銀 行
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口）
株 式 会 社 第 三 銀 行
DFA INTL SMALL CAP VALUE PORTFOLIO
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口9）

代 表 取 締 役 会 長
代表取締役社長執行役員
取 締 役 常 務 執 行 役員
取 締 役 常 務 執 行 役員
取 締 役 執 行 役 員
取 締 役 執 行 役 員
社 外 取 締 役
社 外 取 締 役
常 勤 監 査 役
監 査 役
社 外 監 査 役
社 外 監 査 役

若 　 山 　 恭 　 二
足 　 立 　 　 　 隆
冨 　 田 　 雅 　 博
佐 　 竹 　 克 　 幸
櫻 　 井 　 孝 　 充
丹 　 羽 　 良 　 仁
永 　 井 　 康 　 雄
鈴 　 木 　 雄 　 二
真 　 下 　 英 　 敏
阿 　 部 　 隆 　 行
宮 　 澤 　 俊 　 夫
長 谷 川 　 周 　 義

株主名 持株数（千株） 持株比率（％）
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株式会社 今仙電機製作所
Imasen Electric Industrial Co.,Ltd.

4,748名（連結）
愛知県犬山市字柿畑1番地
本社テクニカルセンター／IMASENグローバル開発センター／
東京支店／栃木テクニカルセンター／広島テクニカルセンター／
ドイツ支店
名古屋工場／岐阜工場／八百津工場／
春里工場／可児工場／岡山工場／広島工場／  
（株式会社 九州イマセン）
台湾／フィリピン／米国／中国／タイ／インド／
メキシコ／インドネシア

社 名

設 立
資 本 金
主な事業内容
従 業 員 数
本 社 所 在 地
営 業 所
及び開発拠点

工 場

海 外 拠 点

1939年2月1日
6,297百万円
自動車用機構製品及び電装製品の製造・販売

（注）1．当社は自己株式を547千株保有しておりますが、上記大株主からは除外しております。 
　　2．持株比率は自己株式（547千株）を控除して計算しております。

（予想）
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